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一

 

は 

じ 

め 

に

　

連
歌
師
里
村
紹
巴
の
説
を
記
し
た
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
は
数
々
伝
来

し
て
お
り
、『（
伊
勢
物
語
）
紹
巴
抄
』
と
総
称
さ
れ
る
が
、
本
文
的
に
は

種
々
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
一
様
で
は
な
い
。
写
本
で
伝
わ
る
以

上
、
転
写
の
過
程
で
異
同
が
生
じ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
も
そ
も
講
釈
の

聞
き
書
き
は
書
き
留
め
た
人
物
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
を
見
せ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
講
釈
も
一
度
き
り
の
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
こ
の
種
の

注
釈
書
に
は
、
後
人
が
増
補
や
編
集
の
手
を
加
え
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
『
紹
巴
抄
』
の
う
ち
、
増
補
本
系
の
一

形
態
を
示
す
架
蔵
の
一
写
本
を
紹
介
す
る
。

 

一　

架
蔵
『
伊
勢
物
語
抄
』
の
書
誌

　

は
じ
め
に
書
誌
を
記
す
。

　

写
本
一
冊
。
表
紙
寸
法
、
縦
二
六
・
〇
㎝
×
横
一
八
・
五
㎝
の
大
本
。
表
紙

は
緑
が
か
っ
た
灰
色
の
紙
表
紙
で
雷
文
繋
ぎ
に
桐
唐
草
模
様
の
型
押
し
、
左

上
に
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
た
跡
が
あ
る
が
剥
が
れ
て
い
て
、
外
題
は
な
い
。

巻
首
に
「
○
伊
勢
物
語
抄
」（
丸
印
は
朱
）
と
内
題
が
あ
る
。
楮
紙
袋
綴
。

墨
付
一
〇
二
丁
。
一
面
一
〇
行
書
き
。
一
行
は
二
〇
字
〜
二
五
字
程
度
。
全

編
に
わ
た
っ
て
朱
引
・
合
点
・
振
り
仮
名
を
朱
で
施
し
て
あ
り
、
注
釈
項
目

の
頭
に
も
朱
の
圏
点
が
あ
る
。
振
り
仮
名
や
付
訓
は
墨
書
の
も
の
も
あ
り
、

上
部
欄
外
へ
の
書
き
入
れ
も
ま
ま
存
す
る
。
近
世
前
期
の
書
写
と
見
ら
れ

る
。
明
確
な
旧
蔵
印
は
見
ら
れ
な
い
が
、
巻
首
上
部
に
「
天
」
の
字
を
図
案

化
し
た
よ
う
な
縦
長
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
に
は
、
末
尾
第
一
〇
二
丁
表
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

 
此
一
冊
者
任
政
宗
公
貴
命
紹
巴
老
人
被
註

 
置
本
兼
如
加
筆
者
也
雖
為
秘
蔵
長
谷
河

 

長
門
守
殿
依
御
執
心
講
説
之
次
令
付
与

猪
苗
代
正
益
奥
書
『
伊
勢
物
語
抄
（
紹
巴
抄
）』
の
一
伝
本
に
つ
い
て

 

妹　

尾　

好　

信

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

伊
勢
物
語
、
里
村
紹
巴
、
猪
苗
代
兼
如
、
猪
苗
代
正
益
、
伊
達
政
宗
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二

 

之
堅
可
被
禁
他
見
而
已

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
種
斎

 
　

慶
長
十
七
年
文
月
廿
五
日　
　
　

正
益
在
判

　

こ
れ
は
言
わ
ば
写
本
の
素
姓
を
証
明
す
る
加
証
奥
書
ま
た
は
書
写
を
許
し

て
与
え
る
旨
を
記
し
た
付
与
奥
書
で
、
本
書
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
里
村
紹

巴
が
著
し
た
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
伊
達
政
宗
の
命
を

受
け
て
兼
如
が
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
秘
蔵
の
書
で
あ

る
が
、「
長
谷
河
長
門
守
」
な
る
人
物
が
執
心
す
る
の
で
講
義
の
つ
い
で
に

付
与
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
固
く
他
見
を
禁
ず
る
と
言
っ
て
い
る
。
時
は
慶

長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
七
月
二
十
五
日
、
記
し
た
の
は
「
栗
種
斎
」
と
号

す
る
「
正
益
」
と
い
う
人
で
あ
る
。

　

兼
如
と
い
う
の
は
、
猪
苗
代
兼
載
か
ら
数
え
て
五
代
目
に
あ
た
る
連
歌
師

で
あ
る
。
猪
苗
代
家
は
兼
載
の
養
嗣
子
兼
純
の
頃
か
ら
代
々
陸
奥
の
伊
達
家

に
仕
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
兼
如
も
初
代
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗
に
召

し
抱
え
ら
れ
、
信
望
が
篤
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
兼
如
自
身
は
京
都
に
住
ん

だ
が
、
政
宗
は
し
ば
し
ば
そ
の
居
を
訪
れ
た
と
い
う
（
福
井
久
蔵
『
連
歌
の

史
的
研
究
』〈
昭
和
44
年　

有
精
堂
出
版
〉）。
栗
種
斎
正
益
は
兼
如
の
弟
で
あ

る
。
兼
如
は
歌
道
に
お
い
て
も
細
川
幽
斎
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
た
が
、
弟

の
正
益
も
近
衛
信
尹
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
正
益
も
兄
兼
如
と
同

じ
く
伊
達
家
に
仕
え
、
や
は
り
政
宗
の
恩
顧
を
受
け
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

正
益
は
兼
如
と
は
違
っ
て
仙
台
に
住
む
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
伊

達
家
の
重
臣
伊
達
成し
げ

実ざ
ね

（
一
五
六
八
―
一
六
四
六
）
の
著
に
な
る
『
政
宗
記
』

に
、
政
宗
の
猪
苗
代
家
の
連
歌
師
歌
人
重
用
の
さ
ま
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

 
 

そ
の
頃
、
都
よ
り
兼
如
、
そ
の
子
の
兼
与
、
同
じ
く
甥
の
兼
益
、
そ
の

外
兼
也
な
ん
ど
と
云
ふ
歌
人
を
招
き
、
造
作
を
以
て
召
し
抱
え
、
江

戸
・
仙
台
を
か
ね
上
下
の
奉
公
、
剰
へ
兼
如
の
弟
正
益
を
ば
、
家
来
の

者
の
為
な
り
と
て
抱
ひ
給
ひ
、
妻
子
と
も
に
引
き
下
し
、
長
時
不
断
在

城
に
置
き
給
ふ
。

 
 （『

仙
台
叢
書
』
第
十
一
〈
大
正
15
年　

仙
台
叢
書
刊
行
会
、
復
刻
版
・
昭

和
47
年　

宝
文
堂
〉
所
収
の
翻
刻
に
よ
り
、
表
記
・
清
濁
・
句
読
点
な
ど
を

適
宜
改
め
た
。）

　

政
宗
は
猪
苗
代
家
の
連
歌
師
た
ち
に
居
所
を
与
え
て
召
し
抱
え
、
都
か
ら

江
戸
・
仙
台
に
呼
ん
で
は
奉
公
さ
せ
た
。
中
で
も
、
兼
如
の
弟
正
益
は
、
家

来
た
ち
の
た
め
に
と
い
う
の
で
、
妻
子
を
連
れ
て
仙
台
に
下
ら
せ
、
長
期
に

わ
た
っ
て
仙
台
城
に
置
い
た
と
い
う
。
正
益
は
仙
台
に
あ
っ
て
、
伊
達
藩
家

臣
た
ち
の
和
歌
・
連
歌
指
南
役
を
つ
と
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
を
付
与
さ
れ
た
「
長
谷
河
長
門
守
」
も
お
そ
ら
く
伊
達
藩
士
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
が
、『
伊
達
世
臣
家
譜
』
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
該
当

者
ら
し
き
人
物
が
見
え
ず
、
今
の
と
こ
ろ
い
か
な
る
者
か
不
明
で
あ
る
。
だ

か
ら
確
証
は
な
い
が
、
こ
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
仙
台
伊
達
藩
に
お
い
て
正
益

が
『
伊
勢
物
語
』
の
講
釈
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
正
益
に
よ
っ
て
兼

如
増
注
本
『
伊
勢
物
語
紹
巴
抄
』
が
伊
達
家
臣
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
本
書
は
伊
達
藩
に
お
け
る
古
典
享
受
の
一
様
相
を
知
る
こ
と
の
で
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三

き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
正
益
は
伊
達
政
宗
の
命
に

よ
っ
て
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概
書
『
源
氏
栄
鑑
抄
』
を
著
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。
伊
達
藩
に
お
け
る
猪
苗
代
正
益
の
文
学
活
動
の
一
端
を
示
す

資
料
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
実
は
本
書
と
同
じ
奥
書
を
持
つ
本
が
東
山
御
文
庫
に
存
在
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
大
津
有
一
著
『
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究　
増

訂
版
』（
昭
和
61
年　

八
木
書
店
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 
 　

紹
巴
抄
か
と
目
さ
れ
る
も
の
に
数
種
の
別
が
あ
り
、
さ
ら
に
後
人
の

手
の
加
わ
っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
は
、
私
も
す
で
に
説
い
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
こ
に
挙
げ
る
本
も
紹
巴
の
注
釈
に
兼
如
が
加
筆
し
た
も
の
で
、

云
う
な
れ
ば
、
兼
如
増
注
の
紹
巴
抄
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、

 

　

 

此
一
冊
者
、
任
二

政
宗
公
貴
命
、一
紹
巴
老
人
被
レ

注
置
本
兼
如
加
レ

筆

者
也
。
雖
レ

為
二

秘
蔵
、一
長
谷
川
長
門
守
殿
依
二

御
執
心
、一
講
説
之
次

令
レ

付
二

与
之
。一
堅
可
レ

被
レ

禁
二

他
見
一

而
已
。

 

栗
種
□　

正　

益　

在　

判　
　

 
 

慶
長
十
七
年
文
月
廿
五
日

 
 

と
あ
る
。
元
来
紹
巴
抄
の
特
徴
の
い
ち
じ
る
し
い
も
の
と
し
て
は
、
ま

ず
巻
頭
に
定
家
自
筆
本
の
解
説
を
し
て
い
る
こ
と
、
次
に
は
第
七
十
五

段
の
「
よ
に
あ
ふ
事
」
の
注
と
し
て
「
永
禄
八
年
迄
六
百
八
十
年
也
」

と
か
、「
元
亀
三
ま
で
六
百
九
十
三
年
に
成
了
」
と
か
記
し
て
い
る
こ

と
、
奥
に
永
禄
八
年
の
紹
巴
の
識
語
の
あ
る
こ
と
な
ど
が
眼
に
つ
く
。

 
 　

東
山
御
文
庫
蔵
伊
勢
物
語
聞
書
は
袋
綴
一
冊
。
一
面
十
一
行
、
平
仮

名
交
り
。
細
字
書
入
あ
り
、
江
戸
初
期
の
写
。
巻
頭
に
は
伊
勢
物
語
聞

書
と
し
て
、
定
家
自
筆
の
天
福
本
や
武
田
本
の
こ
と
を
述
べ
、
第
七
十

五
段
に
は
「
文
禄
五
年
マ
デ
七
百
十
九
年
か
」
と
あ
る
。
永
禄
八
年
の

紹
巴
の
識
語
は
な
い
が
、
紹
巴
の
注
釈
に
兼
如
が
加
筆
し
た
旨
の
慶
長

十
七
年
の
奥
書
が
あ
る
。

　

こ
の
本
は
ま
だ
調
査
の
機
会
を
得
て
い
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
の
だ
が
、
本
書
と
同
一
の
付
与
奥
書
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
内
容
的
に
も

同
じ
本
な
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
巻
頭
に
あ
る
内

題
は
「
伊
勢
物
語
抄
」
で
あ
っ
て
、
東
山
御
文
庫
本
の
「
伊
勢
物
語
聞
書
」

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
津
氏
が
東
山
御
文
庫
本
の
第
七
十
五
段
の

注
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
「
文
禄
五
年
マ
デ
七
百
十
九
年
か
」
と
い
う
記
述
も

本
書
に
は
な
い
。
ど
う
や
ら
全
く
同
じ
本
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

 

二　

兼
如
増
注
本
『
伊
勢
物
語
紹
巴
抄
』
の
伝
本

　

鉄
心
斎
文
庫
に
「
伊
勢
物
語
聞
書
」
と
内
題
の
あ
る
一
冊
の
写
本
が
あ

り
、『
伊
勢
物
語
兼
如
注
』
の
名
で
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る
（『
鉄
心
斎
文
庫

伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
』
第
六
巻
〈
平
成
元
年　

八
木
書
店
〉）。
青
木
賜
鶴
子

氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
同
本
は
東
山
御
文
庫
本
『
伊
勢
物
語
聞
書
』
と
「
同

じ
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。
さ
す
れ
ば
、
同
じ
奥
書
を
持
つ
本
書
と
も
「
同

じ
も
の
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
鉄
心
斎
文
庫
本
に
は
正
益
の

奥
書
は
な
い
の
で
、
全
く
「
同
じ
も
の
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ど
こ
ま

で
「
同
じ
」
な
の
か
は
本
文
を
細
か
く
比
較
し
て
み
な
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
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四

　

青
木
氏
に
よ
れ
ば
、
兼
如
が
注
を
加
筆
し
た
『
伊
勢
物
語
紹
巴
抄
』
の
伝

本
は
、
鉄
心
斎
文
庫
本
・
東
山
御
文
庫
本
を
含
め
て
五
本
が
知
ら
れ
る
と
い

う
。
青
木
氏
の
整
理
に
従
っ
て
次
に
掲
げ
る
。

　

Ａ
鉄
心
斎
文
庫
本

 

　

外
題
ナ
シ
。
内
題
「
伊
勢
物
語
聞
書
」。
一
冊
。

 

　

 

奥
書
「
右
之
本
紹
巴
内
本
に
し
て
不
断
人
に
も
読
聞
せ
給
ひ
し
よ
し

也
。
是
内
縁
之
者
雖
為
所
持
其
仁
於
江
府
去
人
依
執
心
則
忍
借
し
て

江
州
於
彦
根
予
又
写
之
」
云
々
。
こ
の
本
は
紹
巴
手
沢
の
本
で
、
縁

者
が
所
持
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
江
戸
に
お
い
て
さ
る
人
が
こ
っ
そ

り
借
り
出
し
た
も
の
を
、
近
江
の
彦
根
で
「
予
」
が
ま
た
写
し
た
と

い
う
書
写
奥
書
。「
予
」
が
誰
か
は
不
明
。

　

Ｂ
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
皇
学
館
文
庫
本

 

　

外
題
「
伊
勢
物
語
抄
兼
如
私
」。
内
題
「
伊
勢
物
語
聞
書
」。
一
冊
。

 

　

 

奥
書
「
此
伊
勢
物
語
抄
者
父
兼
如
雖
為
秘
本
深
依
御
懇
望
許
書
写
者

也　

寛
永
九
仲
冬
念
三　

看
松
斎
兼
与
（
花
押
）」。
寛
永
九
年
（
一

六
三
二
）
十
一
月
、
兼
如
の
息
兼
与
の
付
与
奥
書
で
あ
る
。

　

Ｃ
東
山
御
文
庫
本

 

　

外
題
「
伊
勢
物
語
聞
書
」。
内
題
「
伊
勢
物
語
聞
書
」。
一
冊
。

 

　

 

奥
書　

前
掲
、
慶
長
十
七
年
七
月
二
十
五
日
の
猪
苗
代
正
益
に
よ
る

付
与
奥
書
。

　

Ｄ
秋
月
郷
土
館
蔵
黒
田
文
庫
本

 

　

外
題
「
伊
勢
物
語
聞
書
」。
内
題
「
伊
勢
物
語
聞
書
」。
一
冊
。

 

　

奥
書
ナ
シ
。

　

Ｅ
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
本

 

　

外
題
「
伊
勢
物
語
」。
内
題
「
伊
勢
物
語
抄
」。
上
下
二
冊
。

 

　

 

奥
書
「
享
保
十
四
己
酉
年
霜
月
吉
日
」。
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）

十
一
月
の
書
写
奥
書
。

　

こ
の
五
本
に
加
え
て
、
片
桐
洋
一
氏
所
蔵
本
が
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
書
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
』
第
三
巻
（
平
成
14
年　

和
泉
書
院
）
に
「
伊
勢
物
語
聞
書    

兼
如
」
の
書
名
で
翻
刻
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
早
川
や
よ
い
氏
の
解
題
に
よ
れ

ば
、「
該
本
は
奥
書
を
有
さ
な
い
と
い
う
違
い
だ
け
で
、
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵

『
伊
勢
物
語
聞
書
』（
鉄
心
斎
文
庫
古
註
釈
叢
刊
第
六
巻
に
『
伊
勢
物
語
兼
如

注
』
と
名
付
け
ら
れ
て
所
収
）
と
同
種
同
系
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ

れ
を
第
六
の
伝
本
と
し
て
、
や
は
り
早
川
氏
の
解
題
に
よ
り
簡
単
な
書
誌
を

掲
げ
る
。

　

Ｆ
片
桐
洋
一
氏
蔵
本

 

　

 

外
題
ナ
シ
。
内
題
「
伊
勢
物
語
聞
書
」。
一
冊
。
宮
田
和
一
郎
氏
旧

蔵
。

 

　

奥
書
ナ
シ
。

　

他
に
も
い
ま
だ
学
界
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
伝
本
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
と

は
思
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
世
に
知
ら
れ
て
い
る
兼
如
増
注
『
伊
勢
物
語
紹
巴

抄
』
は
こ
の
六
本
で
あ
る
よ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
第
七
の
伝
本
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
奥
書
の
一
致
か
ら
、
Ｃ
東
山
御
文
庫
本
に
最
も
近
い
と

予
想
さ
れ
る
の
だ
が
、
当
該
本
は
い
ま
だ
調
査
で
き
て
い
な
い
の
で
、
六
本
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五

の
う
ち
唯
一
活
字
翻
刻
さ
れ
て
い
る
Ｆ
片
桐
洋
一
氏
蔵
本
と
の
間
で
本
文
の

比
較
を
行
い
、
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る
Ａ
鉄
心
斎
文
庫
本
を
も
参
照
し
つ

つ
、
本
書
の
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
東
山
御

文
庫
本
の
本
文
と
の
詳
細
な
比
較
は
、
い
ず
れ
調
査
の
機
会
を
得
て
か
ら
稿

を
改
め
て
行
い
た
い
。

 

三　

片
桐
洋
一
氏
蔵
本
と
の
項
目
異
同
に
つ
い
て

　

本
書
は
、
巻
頭
に
『
伊
勢
物
語
』
の
伝
本
に
関
す
る
総
説
を
置
き
、
以
下

は
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
の
一
部
を
見
出
し
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
箇
所
に
関

す
る
注
釈
を
記
し
て
い
る
。
本
書
は
各
見
出
し
の
頭
に
朱
点
を
施
し
、
章
段

の
最
初
の
見
出
し
の
上
に
章
段
番
号
を
墨
書
し
て
い
る
が
、
片
桐
本
に
は
朱

点
・
章
段
番
号
と
も
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。
鉄
心
斎
文
庫
本
に
は
朱
点
も
章

段
番
号
も
あ
る
の
で
、
そ
の
点
で
は
本
書
は
鉄
心
斎
文
庫
本
に
近
い
ス
タ
イ

ル
に
な
っ
て
い
る
。
細
か
い
本
文
の
異
同
は
多
く
て
多
岐
に
渉
り
、
取
り
上

げ
る
と
煩
瑣
を
極
め
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
注
釈
項
目
そ
の
も
の
の
相
違
を

見
出
し
に
よ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
書
と
片
桐
本
と
の
間
の
項
目
異
同
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
第
一
段

　

〔
片
桐
本
〕

 

と 

い
ふ
歌
の
心
ば
へ
也　

双
紙
、
作
者ノ

詞
也
。
歌
の
作
意
、
用
か
へ
た

る
事
を
い
ふ
也
。

 

い
ち
は
や
き　

早
速
也
。
卒
に
返
歌
し
た
る
と
也
。

 

む
か
し
　

是私

は
伊
勢
が
詞
歟
。
ふ
る
き
注
に
も
如
此
の
ち
に
見
当
也

　

〔
本
書
〕

　

・
と 

い
ふ
哥
の
心
は
へ　

双
帋
作
者
の
詞
な
り
哥
作
意
用
か
へ
た
る
事
を

い
ふ
な
り　

昔
　

私
ニ　

是
ハ
伊
勢
か
詞
也　
古
注
に
も
如
此

後
ニ
見
当　

　

・
い
ち
は
や
き　

早
逸速

也
卒ニ
ワ
カ

に
返
哥
し
た
る
と
也

　

片
桐
本
は
「
い
ち
は
や
き
」「
む
か
し
人
」
の
順
に
見
出
し
が
並
び
、
本

書
で
は
「
昔
人
」
の
項
目
が
「
と
い
ふ
哥
の
心
は
へ
」
の
項
目
の
末
尾
に
続

け
て
記
さ
れ
て
い
る
。『
伊
勢
物
語
』
本
文
は
「
昔
人
は
、
か
く
い
ち
は
や

き
み
や
び
を
な
む
し
け
る
」
と
あ
る
の
で
、
片
桐
本
は
順
序
が
入
れ
替
わ
っ

て
い
る
。
本
来
、
本
書
の
よ
う
な
順
で
あ
り
、「
昔
人
」
を
見
出
し
と
し
て

項
目
を
立
て
る
形
が
正
し
い
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
鉄
心
斎
文
庫
本
も
片
桐

本
と
同
じ
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

②
第
三
十
九
段

〔
片
桐
本
〕

 

車
な
り
け
る
人　

女
と
み
る
は
わ
ろ
し
。
業
平
成
べ
し
。

　

こ
の
項
目
、
本
書
に
は
な
い
。
鉄
心
斎
文
庫
本
も
片
桐
本
と
同
様
で
あ

り
、
本
書
の
脱
落
で
あ
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
。

　

③
第
四
十
一
段

〔
片
桐
本
〕

 
し
は
す　

物
の（
マ
マ
）。

　

こ
の
項
目
も
本
書
に
は
な
い
。
鉄
心
斎
文
庫
本
も
片
桐
本
に
同
じ
だ
が
、

こ
こ
は
注
釈
文
が
途
切
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
省
略
さ
れ
た
の
か
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も
知
れ
な
い
。

　

④
同
段

〔
片
桐
本
〕

 

い
や
し
き
わ
ざ
も　

（
注
釈
文
略
）
心
ぐ
る
し
か
り
け
れ
ば（
マ
マ
）。

 

ろ
う
さ
う　

（
注
釈
文
略
）

〔
本
書
〕

　

・
い
や
し
き
わ
さ
も　

（
注
釈
文
略
）

　

・
う
へ
の
き
ぬ　

袍ハ
ウ

也

　

・
心
く
る
し
か
り

　

・
ろ
う
さ
う　

（
注
釈
文
略
）

　

片
桐
本
が
前
項
末
に
続
け
て
記
す
「
心
ぐ
る
し
か
り
け
れ
ば
」
を
、
本
書

で
は
「
心
く
る
し
か
り
」
を
見
出
し
と
し
て
項
目
を
立
て
る
。
た
だ
し
、
注

釈
文
は
な
い
。
本
来
は
見
出
し
で
あ
る
べ
き
も
の
が
、
片
桐
本
で
は
注
釈
文

が
な
い
た
め
前
項
末
に
紛
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
（
鉄
心
斎
文
庫
本
も
同

様
）。
そ
れ
に
し
て
も
本
書
の
形
が
本
来
の
も
の
で
、
注
釈
文
の
追
記
を
期

し
た
見
出
し
項
目
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑤
第
四
十
三
段

〔
片
桐
本
〕

 

名 

の
み
た
つ
歌　

（
注
釈
文
略
）
庵
お
ほ
き
歌
、
心
明
也
。
方
々
へ
心

は
か
よ
ふ
共
、
我
方
ヘ
さ
へ
う
と
か
ら
ず
は
た
の
ま
ん
と
也
。

〔
本
書
〕

　

・
な
の
み
た
つ
の
哥　

（
注
釈
文
略
）

　

・
い 

ほ
り
お
ほ
き
の
哥　

心
明
な
り
方
〳
〵
へ
心
ハ
か
よ
ふ
と
も
我
方
ヘ

さ
へ
う
と
か
ら
す
は
た
の
む
と
な
り

　

片
桐
本
は
「
庵
お
ほ
き
歌
」
云
々
を
前
項
末
に
続
け
て
記
す
（
鉄
心
斎
文

庫
本
も
同
じ
）
が
、
本
書
で
は
項
目
と
し
て
立
て
る
。
本
書
の
形
が
正
し
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

⑥
第
四
十
八
段

〔
片
桐
本
〕

 

今 

ぞ
し
る
歌　

（
注
釈
文
略
）
か
れ
ず
と
ふ
べ
か
り
け
り
は
、
油
断
せ

ず
の
心
歟
。
所
に
よ
り
心
か
は
る
べ
し
。

〔
本
書
〕

　

・
今
そ
し
る
哥　

（
注
釈
文
略
）

　

・
か
れ
す
と
ふ
へ
か
り
け
り　

油
断
せ
す
の
心
歟
所
に
よ
る
へ
し

　

片
桐
本
は
「
か
れ
ず
と
ふ
べ
か
り
け
り
」
云
々
を
前
項
の
注
釈
文
末
尾
に

続
け
て
記
す
（
鉄
心
斎
文
庫
本
も
同
じ
）
が
、
本
書
で
は
項
目
と
し
て
立
て

る
。
和
歌
の
中
の
言
葉
な
の
で
、
前
項
の
注
釈
と
し
て
読
め
る
が
、
本
書
の

よ
う
な
形
が
本
来
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

⑦
第
七
十
八
段

〔
片
桐
本
〕

 

年
比
、
よ
そ
に
は　

よ
そ
〳
〵
に
は
、
自
然
つ
か
へ
た
れ
ど
も
也
。

 
よ
る
の
お
ま
し　

夜
御
席
。
只
、
御
寝
所
ノ

用
意
也
。

〔
本
書
〕

　

・
年 

比
よ
そ
に
ハ　

よ
そ
〳
〵
に
ハ
自
然
つ
か
へ
た
れ
と
も
也
よ
る
の
お
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七

ま
し
夜ヨ
ル

御ノ
ヲ

席マ
シ　

只
御
寝
所
の
用
意
也

　

本
来
項
目
で
あ
る
は
ず
の
「
よ
る
の
お
ま
し
」
云
々
を
本
書
で
は
前
項
末

に
続
け
て
記
す
。
こ
こ
は
片
桐
本
（
鉄
心
斎
文
庫
本
も
同
じ
）
の
形
が
よ
い
。

　

⑧
第
八
十
三
段

〔
片
桐
本
〕

 

日
比
へ
て　

前
段
と
お
な
じ
。
此
宮三
条

は
、
京
な
る
べ
し
。

　

第
八
十
三
段
冒
頭
の
項
目
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
こ
の
「
日
比
へ
て
」
の

項
目
が
な
い
。
脱
落
で
あ
ろ
う
。

　

⑨
第
八
十
五
段

〔
片
桐
本
〕

 

ひ
ね
も
す　

終
日
也
。

　

こ
の
項
目
も
本
書
に
は
な
い
。
脱
落
と
思
わ
れ
る
。

　

⑩
第
百
一
段

〔
片
桐
本
〕

 

な
さ
け
あ
る
人　

行
平
の
心
を
云
。

 

花
の
し
な
ひ　

藤
の
ふ
さ
の
躰
也
。（
以
下
略
）

〔
本
書
〕

　

・
な
さ
け
あ
る
人　

行
平
の
心
を
云

　

・
あ
や
し
き　

奇
異
な
る
藤
と
云
儀
也

　

・
花
の
し
な
ひ　

藤
の
ふ
さ
の
躰
也
（
以
下
略
）

　

片
桐
本
に
は
「
あ
や
し
き
」
の
項
目
が
な
い
。
鉄
心
斎
文
庫
本
に
は
あ
る

の
で
、
片
桐
本
独
自
の
脱
落
と
見
ら
れ
る
。

　

⑪
第
百
三
段

〔
片
桐
本
〕

 

心 

あ
や
ま
り
や　

実
要
と
い
ひ
し
か
ど
、
何
と
し
た
る
心
の
あ
や
ま
り

に
や
有
け
ん
と
也
。

 

ね 

ぬ
る
夜
の
歌　

ね
ぬ
る
夜
の
夢
と
は
、
ほ
の
か
に
逢
み
し
事
を
云

也
。（
以
下
略
）

〔
本
書
〕

　

・
心 

あ
や
ま
り
や　

實
要
と
い
ひ
し
か
と
何
と
し
た
る
心
の
あ
や
ま
り
に

や
有
け
ん
と
也

　

・
み
こ
た
ち　

誰
と
も
な
し

　

・
ね 

ぬ
る
夜
の
哥　

ね
ぬ
る
夜
の
夢
と
ハ
ほ
の
か
に
逢
み
し
事
を
云
也

（
以
下
略
）

　

こ
こ
も
片
桐
本
に
は
「
み
こ
た
ち
」
の
項
目
が
な
い
。
鉄
心
斎
文
庫
本
に

は
存
す
る
の
で
、
や
は
り
片
桐
本
独
自
の
脱
落
で
あ
ろ
う
。

　

⑫
第
百
十
四
段

〔
片
桐
本
〕

 

さ
る
事
に
げ
な
く　

行
平
、
此
時
六
十
九
才
ト
云　

　
　

々
。

 

に
げ
な
く
は　

似
合
げ
な
き
也
。

〔
本
書
〕

　

・
さ 
る
事
に
け
な
く　

行
平
此
時
六
十
九
才
と
云　
　

云
に
け
な
く
ハ
似
合
け

な
き
也

　

片
桐
本
が
二
項
目
に
す
る
と
こ
ろ
を
本
書
は
一
項
目
に
す
る
。
前
項
の
見
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八

出
し
が
「
さ
る
事
に
げ
な
く
」
と
あ
る
の
で
、
後
項
の
「
に
げ
な
く
は
」
は

重
複
し
て
お
り
、「
に
げ
な
く
は0

」
と
い
う
の
も
見
出
し
と
し
て
不
自
然
で

あ
る
。
鉄
心
斎
文
庫
本
も
片
桐
本
と
同
じ
形
で
あ
る
が
、
本
書
の
よ
う
な
形

が
本
来
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
他
、
本
書
で
は
、
片
桐
本
と
比
べ
て
項
目
に
次
の
よ
う
な
相
違
が
あ

る
。

　

・
第 

二
十
一
段
の
「
忘
る
ら
ん
と
歌
」
の
項
目
が
脱
落
し
、
上
部
欄
外
に

補
記
さ
れ
て
い
る
。

　

・
第 

二
十
七
段
の
「
水
く
ち
に
歌
」
の
項
目
が
脱
落
し
、
補
入
符
号
を
付

し
て
上
部
欄
外
に
補
記
さ
れ
て
い
る
。

　

・
第 

二
十
九
段
の
「
花
の
賀
」
の
項
目
が
、
そ
の
前
の
「
春
宮
の
女
御

の
」
の
項
目
に
続
け
て
書
か
れ
、
見
出
し
が
埋
没
し
た
形
に
な
っ
て

い
る
。

　

・
同 

段
の
「
花
に
あ
か
ぬ
歌
」
の
項
目
が
脱
落
し
、
補
入
符
号
を
付
し
て

上
部
欄
外
に
補
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
四
点
は
い
ず
れ
も
本
書
の
不
備
と
言
う
べ
き
で
あ
る
が
、
項
目
の

異
同
全
体
を
見
る
と
、
①
・
④
・
⑤
・
⑥
・
⑩
・
⑪
・
⑫
は
片
桐
本
（
⑩
・

⑪
以
外
は
鉄
心
斎
文
庫
本
も
含
め
て
）
に
比
し
て
本
書
の
方
が
本
来
の
形
を
留

め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
に
よ
っ
て
、
片
桐
本
や
鉄
心
斎
文
庫
本
の

不
備
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 

四　

欄
外
・
行
間
書
き
入
れ
の
有
無
と
相
違

　

次
に
、
上
部
欄
外
や
行
間
に
小
字
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
注
記
の
有
無
と
相

違
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
書
き
入
れ
は
伝
本
間
で
最
も
相
違
が
多
い
箇
所

と
思
わ
れ
、
伝
本
の
特
徴
を
示
す
尺
度
に
な
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。

　

①
第
一
段
「
う
ゐ
か
う
ぶ
り
し
て
」
の
項

　

「
臣
瓚
は
人
の
名
也
。
漢
書
の
注
書
た
る
人
也
。
外
記
極キ
ヨ
ク

﨟ラ
ウ

見
出
ざ

る
、
所
詮
、
元
服
を
う
ゐ
か
う
ぶ
り
と
よ
む
に
て
可
然
也
」
と
あ
る
箇
所
に

関
し
て
、
本
書
に
は
上
部
欄
外
に
次
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
あ
る
。

 

臣シ
ン

瓚サ
ン

ヲ
人
ノ
名
ト
云
コ
ト
外
記
ノ
極
﨟
ト
云
者
見
出
タ
ル
ト
也

　

片
桐
本
に
も
鉄
心
斎
文
庫
本
に
も
な
い
書
き
入
れ
だ
が
、
意
味
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
。

　

②
第
四
段
「
お
ほ
き
さ
い
の
み
や
」
の
項

　

片
桐
本
の
本
文
に
は
、「
染
殿
后
、
順
子
の
非
順
子
、
明
子
也
。
子
細
末

注
之
御
事
也
」
と
あ
っ
て
、
乱
れ
て
い
る
（
鉄
心
斎
文
庫
本
も
同
様
）。
こ
こ

は
、
本
書
に
「
染
殿
后
順
子
の
御
事
な
り
五
条
后
と
も
申
也
文
徳
天
皇
の
后

清
和
天
皇
の
御
母
忠
仁
公
の
御
む
す
め
也　

非
二

順
子
ニ一

明
子
也
子
細
末
ニ

注
レ

之
」
と
あ
る
の
が
正
し
く
、
そ
の
箇
所
に
関
す
る
と
見
ら
れ
る
上
部
欄

外
書
き
入
れ
に
、「
良
房
御
娘
明
子
也　

文
徳
天
皇
后
清
和
御
母
后
也
」
と

あ
る
。
本
書
が
独
自
に
記
し
た
勘
物
ら
し
い
。

　

③
同
段
「
梅
の
花
ざ
か
り
に
」
の
項

　

こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
漢
詩
句
「
春
風
桃
李
花
開
日　

秋
露
梧
桐
葉
落
時
」
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九

に
関
し
て
上
部
欄
外
に
「
白
楽
天
詩
也
」
と
注
記
す
る
。
こ
れ
は
「
長
恨

歌
」
の
一
節
で
あ
る
。

　

④
第
五
段
「
心
や
み
け
り
」
の
項

　

「
染
殿
后
の
心
ニ

、
業
平
世
俗
ニ
心
い
た
き
な
ど
云
心
也
を
少
憐
愍
の
心
出
来
た

る
也
」
と
あ
る
、
小
字
注
（
鉄
心
斎
文
庫
本
で
は
割
書
）
の
部
分
が
本
書
に

は
な
い
。

　

⑤
第
六
段
「
し
ら
玉
か
何
ぞ
と
歌
」
の
項

　

「
み
じ
か
き
詞
、
ゆ
へ
あ
る
事
、
連
綿
也
」
の
部
分
に
関
し
て
、
本
書
は

上
部
欄
外
に
「
連
綿
ハ
ツ
ラ
ナ
リ
ツ
ヾ
キ
タ
ル
コ
ト
也
」
と
語
注
を
施
す
。

　

⑥
同
段
「
い
と
こ
の
女
御
の
」
の
項

　

五
条
后
二
人
説
に
関
し
て
「
始ノ

は
、
仁
明
天
皇
后
」
と
あ
る
箇
所
の
小
字

注
が
、
片
桐
本
で
は
「
順
子
な
れ
ば
、
二
条
ノ
后
ノ
い
と
こ
に
順
子
な
れ
○一
字

ば落
歟

、
あ
ふ
也
」
と
乱
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
本
書
で
は
、「
順
子
な
れ
ハ
二
条

后
の
い
と
こ
に
あ
ら
す
明
子
な
れ
は
あ
ふ
な
り
」
と
あ
っ
て
乱
れ
が
な
い

（
鉄
心
斎
文
庫
本
も
同
様
）。「
あ
ふ
な
り
」
は
、
従
姉
妹
で
あ
る
こ
と
に
合

致
す
る
の
意
。
本
書
で
は
小
字
で
は
な
く
本
行
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

④
第
三
十
九
段
「
出
て
い
な
ば
歌
」
の
項

　

片
桐
本
に
「
と
も
し
け
ち
は
、
如
煙
尽
灯
滅
の
心
に
て
、
命
の
消
を
い
へ

り
」（
鉄
心
斎
文
庫
本
も
同
じ
）
と
あ
る
部
分
の
「
煙
」
が
本
書
で
は
「
油
」

と
あ
り
、
上
部
欄
外
に
「
油
ツ
キ
テ
灯
メ
ツ
ス
ル
ガ
ゴ
ト
ク
」
と
訓
読
文
を

注
記
す
る
。

　

⑤
第
五
十
段
「
鳥
の
子
を
歌
」
の
項

　

片
桐
本
の
「
説ゼ
イ

苑ヲ

引
て
文
選ニ

か
け
る
と
云
々
」
の
一
文
が
本
書
に
は
な

く
、
上
部
欄
外
に
「
文
選
註
説セツ
苑エン
ニ

」
と
記
す
。
ま
た
、「
あ
や
う
き
事
を
累

卵
と
云
と
云
も
」
の
部
分
に
関
し
て
上
部
欄
外
に
「
卵カ
イ
コ」

ラ
ン

と
注
記
す
る
。

　

⑥
同
段
「
あ
だ
く
ら
べ
」
の
項

　

片
桐
本
（
鉄
心
斎
文
庫
本
も
同
じ
）
末
尾
の
小
字
注
「
是
も
女
、
誰
と
は

な
け
れ
ど
も
、
小
町
が
あ
だ
く
ら
べ
と
、
世
に
は
い
ひ
き
た
れ
り
」
が
な

い
。

　

⑦
第
五
十
九
段
「
と
な
む
い
ひ
て
」
の
項

　

注
釈
文
中
の
「
造
次
顛
沛
」
と
い
う
語
に
関
し
て
、
本
書
は
、
上
部
欄
外

に
「
造サ
ウ

次シ

顛テ
ン

沛ハ
イ
少
モ
間
ノ
ナ
キ
心
也
」
と
注
記
す
る
。

　

⑧
第
六
十
段
「
あ
る
国
の
し
ぞ
う
の
」
の
項

　

末
尾
の
小
字
注
の
最
後
に
あ
る
「
か
や
う
の
よ
み
く
せ
歟
」
の
一
文
が
本

書
に
は
な
い
。
本
書
で
は
小
字
注
部
分
は
す
べ
て
本
行
に
記
す
。

　

⑨
第
六
十
七
段
「
き
の
ふ
け
ふ
歌
」
の
項

　

注
釈
文
中
の
「
悋
惜
」
の
語
に
関
し
て
、
本
書
は
、
上
部
欄
外
に

「
悋リ
ン
ヲ
シ
ム

俗
ニ

作
レ

恡
ニ

シ
ヤ
ク

　

惜セ
キ
ヲ
シ
ム

」
と
注
記
す
る
。

　

⑩
第
六
十
九
段
「
ま
だ
何
事
も
」
の
項

　

片
桐
本
に
「
今
に
、
此た
か

氏し
な

の氏
ノ

人コ
ト

、也

太
神
宮
へ
不
参
と
也
」
と
あ
る
箇
所
の

傍
注
「
た
か
し
な
氏
ノ
コ
ト
也
」
が
本
書
に
は
な
い
。

　

⑪
第
七
十
二
段
「
お
ほ
よ
ど
の
歌
」
の
項

　

片
桐
本
の
小
字
注
「
私
、
古
今
不
見
」
が
本
書
に
は
な
い
。
ま
た
、
上
部

欄
外
の
書
き
入
れ
注
「
と
な
り
の
国
ヘ
い
く
と
て
は
、
伊
勢
よ
り
尾
張
へ
な
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り　

説
の
事
を
書
也
」
が
本
書
に
は
な
い
。
鉄
心
斎
文
庫
本
は
と
も
に
片
桐

本
と
同
じ
。

　

⑫
第
七
十
七
段
「
さ
ゝ
げ
物
」
の
項

　

「
金
に
て
枝う
ち
枝
と
云
也

の
あ
る
木
を
う
ち
て
」
の
傍
書
「
う
ち
枝
と
云
也
」
が
本
書

に
は
な
い
。

　

⑬
第
七
十
九
段
「
我
門
に
歌
」
の
項

　

「
是
を
礼
節ニ

た
と
ふ
」
の
右
傍
に
、
本
書
は
「
竹
ノ
中
ハ
ウ
ツ
ヲ
ナ
リ
」

と
注
記
す
る
。
こ
れ
は
本
来
、
少
し
前
の
「
竹
は
、
空
虚
に
し
て
」
に
関
す

る
注
記
と
思
わ
れ
る
。

　

⑭
第
八
十
三
段
「
枕
と
て
歌
」
の
項

　

引
用
さ
れ
た
「
わ
す
れ
め
や
あ
ふ
ひ
を
草
に
引
む
す
び
か
り
ね
の
野
べ
の

露
の
明
ぼ
の
」
に
つ
い
て
、
片
桐
本
は
作
者
を
「
式
子
内
親
王
」
と
注
す
る

が
、
本
書
に
は
「
定
家
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
は
、『
新
古
今
集
』
巻
三
・

夏
・
一
八
二
に
載
る
式
子
内
親
王
の
歌
な
の
で
、
片
桐
本
（
鉄
心
斎
文
庫
本

も
同
じ
）
が
正
し
い
。

　

⑮
第
八
十
七
段
「
昔
の
歌
に
」
の
項

　

引
用
さ
れ
た
和
歌
の
「
し
か
の
あ
ま
の
」
の
右
傍
に
注
記
さ
れ
た
「
筑
前

也
」
が
本
書
に
は
な
い
。

　

⑯
同
段
「
な
が
さ
二
十
丈
、
ひ
ろ
さ
」
の
項

　

「
天
台
山
賦
」
に
関
し
て
、
本
書
は
、
上
部
欄
外
に
「
天
台
山
賦
文
選
ニ

有
之
」
と
注
記
す
る
。

　

⑰
同
段
「
あ
ま
れ
り
や
、
た
ら
ず
や
」
の
項

　

末
尾
の
小
字
注
「
私
、
伊
勢
こ
と
ば
也
」
が
本
書
に
は
な
い
。

　

⑱
第
九
十
二
段
「
あ
し
べ
こ
ぐ
歌
」
の
項

　

引
用
さ
れ
た
「
堀
江
こ
ぐ
棚
な
し
を
舟
漕
か
へ
り
…
」
の
歌
に
、
本
書
は

「
古
今
」
と
出
典
名
を
注
記
、
ま
た
「
こ
き
帰め
く
イり

」
と
異
文
注
記
あ
り
。

　

⑲
第
九
十
九
段
「
ひ
お
り
」
の
項

　

本
書
は
、
上
部
欄
外
に
「
五
月
五
日
左
近
ノ
真
手
番
六
日
右
近
ノ
真
手
番

也
」
と
記
す
が
、
こ
れ
は
注
記
で
は
な
く
、
本
文
「
三
日
は
左
近
の
真
手
番

四
日
は
右
近
の
真
手
番
也
」
の
後
に
脱
落
し
た
文
を
補
記
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。

　

⑳
第
百
十
一
段
「
下
紐
の
歌
」
の
項

　

引
用
さ
れ
た
歌
「
眉
ね
か
き
は
な
ひ
紐
と
き
待
ら
ん
か
…
」
に
あ
る
傍
書

「
鼻
ヲ
ヒ
ル
コ
ト
也
」
は
本
書
に
は
な
い
。

　

㉑
第
百
十
八
段
「
玉
か
づ
ら
歌
」
の
項

　

「
老
懸
を
玉
か
づ
ら
と
い
ふ
と
み
え
た
り
」
の
傍
注
「
女
ノ
カ
ク
ル
カ
ヅ

ラ
也
」
が
本
書
に
は
な
い
。

　

㉒
第
百
二
十
一
段
「
鴬
の
歌
」
の
項

　

「
春
（
マ
マ
）柳

を
か
た
糸
に
よ
り
て
…
」
の
歌
の
肩
に
あ
る
「
催
馬
楽
」
の
注
記

が
本
書
に
は
な
い
。
本
書
で
は
初
句
「
青
柳
を
」。

　

以
上
の
ご
と
く
で
、
欄
外
・
行
間
の
注
記
に
関
し
て
は
、
本
書
と
片
桐
本

の
ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
と
い
う
よ
う
な
判
断
は
で
き
な
い
。
共
通
す

る
も
の
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
由

領
域
と
し
て
独
自
の
注
記
を
書
き
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
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十
一

 

五　

特
筆
す
べ
き
本
文
の
相
違
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
本
書
と
片
桐
本
の
間
の
特
に
注
意
す
べ
き
本
文
の
相
違
点
を
い

く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

　

①
第
六
段
「
あ
く
た
川
と
云
所
を
ゐ
て
い
き
け
れ
ば
」
の
項

　

片
桐
本
は
項
目
末
尾
が
「
将
軍
な
ど
申
事
に
て
、
御
分
別
ま
い
る
べ
し
」

と
あ
る
（
鉄
心
斎
文
庫
本
も
同
じ
）
が
、
本
書
は
、「
将
軍
な
と
申
も
軍
を
ひ

き
ゐ
て
の
心
也
そ
れ
に
て
御
分
別
ま
い
る
へ
し
」
と
あ
る
。
片
桐
本
・
鉄
心

斎
文
庫
本
に
は
脱
落
が
あ
ろ
う
。

　

②
第
四
十
一
段
「
紫
の
歌
」
の
項

　

末
尾
の
「
名
山
記
」
の
引
用
が
本
書
に
は
な
い
。

　

③
第
五
十
八
段
「
鳥
の
子
を
歌
」
の
項

　

末
尾
の
「
哀
こ
こ
に
て
は　

あ
つ
□
□
（
は
れ
也
）□

所
に
よ
り
心
程
々
あ
る
歟
」
が

本
書
に
は
な
い
。

　

④
第
五
十
九
段
「
住
侘
ぬ
歌
」
の
項

　

引
用
さ
れ
た
歌
「
住
侘
て
…
」
の
末
句
が
本
書
で
は
「
月
の
影
哉
」
と

な
っ
て
い
る
。
末
尾
の
「
右
二
首
共
、
以
俊
成
卿
歌
也
。
両
説
を
用
ら
れ
た

□
□
（
る
支
証
）□
也
」
が
な
く
、
二
首
の
引
用
歌
の
前
に
、「
俊
成
両
説
を
不
捨
二
首

よ
め
り
」
と
あ
る
。

　

⑤
第
六
十
九
段
「
か
き
く
ら
す
歌
」
の
項

　

本
書
は
、
末
尾
に
「
こ
よ
ひ
定
め
よ
の
こ
よ
ひ
の
所
世
人
と
有
也　

世
人

イ
也
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
本
書
独
自
の
付
加
か
。

　

⑥
第
七
十
四
段
「
岩
根
ふ
み
歌
」
の
項

　

「
咫
尺
千
里
の
心
あ
る
べ
し
」
の
次
に
、
本
書
は
「
咫
尺
は
少
の
事
也
」

の
一
文
が
あ
る
。

　

⑦
第
八
十
七
段
「
は
る
ゝ
夜
の
歌
」
の
項

　

末
尾
に
、
本
書
は
、「
祇
註
に
ハ
は
る
ゝ
夜
の
哥
三
つ
と
も
に
う
た
か
ひ

と
也
何
も
可
然
也
」
の
文
が
あ
る
。
片
桐
本
に
は
な
い
が
、
鉄
心
斎
文
庫
本

に
は
上
部
欄
外
書
き
入
れ
注
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

⑧
第
九
十
二
段
「
あ
し
べ
こ
ぐ
歌
」
の
項

　

「
舟
に
は
必
棚
あ
り
。
棚
な
き
は
、
い
た
り
て
の
小
舟
也
」
の
部
分
が
本

書
に
は
な
い
。

　

⑨
第
九
十
六
段
「
と
か
き
て
」
の
項

　

本
書
は
、『
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻
の
引
用
部
分
に
、
本
文
と
割
注
の
間
に

錯
誤
・
混
乱
が
あ
る
。「
か
く
な
か
ら
と
も
か
く
も
な
ら
ん
と
御
覧
じ
は
て

ん
更
衣
の
成
果
給
は
ん
程
を
禁
中
な
か
ら
御
覧
果
た
く
み
か
と
は
思
召
也
と

お
ほ
し
め
す
に
」
云
々
。
傍
線
部
が
本
来
割
注
で
あ
る
べ
き
箇
所
。

　

⑩
同
段
「
む
く
つ
け
き
事
」
の
項

　

末
尾
に
引
用
さ
れ
た
歌
「
を
の
れ
の
み
…
」
の
詠
者
名
「
定
家
」
が
本
書

に
は
な
い
。

　

⑪
第
九
十
七
段
「
四
十
の
賀
」
の
項

　

「
則
業
平
歟
云　
　

々
」
の
箇
所
、
本
書
に
は
「
別
業
歟
と
云　
　

云
」
と
あ
る
。
鉄

心
斎
文
庫
本
も
片
桐
本
に
同
じ
だ
が
、
本
書
の
本
文
が
正
し
い
。

　

⑫
第
百
段
「
忘
草
歌
」
の
項
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十
二

　

「
是
を
本
歌
に
て
読
。
古
今
わ
す
る
ゝ
も
…
」
と
あ
る
部
分
、
本
書
で

は
、「
是
を
本
歌
に
て　

続
古
今　

わ
す
る
ゝ
も
…
」
と
あ
る
。
鉄
心
斎
文

庫
本
も
片
桐
本
と
同
じ
だ
が
、「
わ
す
る
ゝ
も
忍
ぶ
も
同
じ
…
」
の
歌
は
、

『
続
古
今
集
』・
巻
十
五
・
恋
五
・
一
三
五
三
に
載
る
従
二
位
顕
氏
の
歌
な

の
で
、
本
書
の
形
が
正
し
い
。

　

⑬
第
一
〇
五
段
「
な
め
し
」
の
項

　

「
哀
は
き
え
ば
き
え
よ
な
ど
い
へ
る
は
」
は
、
本
書
「
命
ハ
き
え
ハ
き
え

よ
な
と
い
へ
る
は
」。
鉄
心
斎
文
庫
本
も
「
哀
は
…
」
だ
が
、
む
ろ
ん
本
書

が
正
し
い
。

　

⑭
第
百
七
段
「
浅
み
こ
そ
歌
」
の
項

　

「
源
氏
に
も
」
は
本
書
「
源
氏
葵
巻
に
も
」、「
あ
さ
み
こ
そ
袖
は
ひ
つ
ら

め
」
は
本
書
「
浅
み
に
や
人
ハ
お
り
た
つ
」。『
源
氏
物
語
』
葵
巻
に
載
る
光

源
氏
の
歌
は
「
浅
み
に
や
人
は
下
り
立
つ
わ
が
方
は
身
も
そ
ほ
つ
ま
で
深
き

こ
ひ
ぢ
を
」
で
あ
る
か
ら
、
本
書
が
正
し
い
。

　

⑮
同
段
「
し
と
ゞ
」
の
項

　

「
金
葉
連
歌
」
の
部
分
、
本
書
は
「
業
平
連
歌
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
引
か

れ
た
「
雨
ふ
れ
ば
…
」「
か
さ
□（
ゝ
ぎ
）□

な
ら
ば
…
」
の
連
歌
は
、『
金
葉
集
』

（
二
度
本
）
巻
十
・
雑
下
・
六
六
一
に
よ
み
人
し
ら
ず
で
載
る
。
し
た
が
っ

て
、
本
書
は
誤
り
。

　

⑯
第
百
八
段
「
風
ふ
け
ば
歌
」
の
項

　

「
と
こ
の
時
は
」
は
、
本
書
「
と
こ
と
は
と
い
ふ
詞
の
時
ハ
」。「
と
こ
の

時
は
、
は
文
字
す
む
也
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
の
で
、
本
書
の
本
文
が
よ

い
。

　

以
上
、
覚
書
風
に
列
挙
し
て
み
た
が
、
本
書
に
よ
っ
て
片
桐
本
や
鉄
心
斎

文
庫
本
の
本
文
の
不
備
を
補
っ
た
り
訂
正
し
た
り
で
き
る
と
こ
ろ
が
少
な
く

な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

 

お 

わ 

り 

に

　

本
稿
で
は
、
基
礎
的
な
書
誌
的
事
項
の
検
討
に
と
ど
ま
っ
て
、
兼
如
増
注

『
伊
勢
物
語
紹
巴
抄
』
の
注
釈
と
し
て
の
特
色
を
考
察
す
る
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
紹
巴
の
注
に
兼
如
が
加
筆
し
た
部
分
が
ど
こ
な
の
か
に
つ
い
て

の
詳
し
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
し
、
同
じ
兼
如
増
注
本
で
も
、
本
書
は
兼
如

の
弟
正
益
が
所
持
し
て
い
た
本
の
写
し
で
あ
り
、
兼
如
の
息
兼
与
の
所
持
本

を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
名
古
屋
大
学
附
属
図
書

館
蔵
皇
学
館
文
庫
本
と
の
間
の
相
違
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
は

じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
同
じ
正
益
の
奥
書
を
持
つ
東
山
御
文
庫

本
と
の
間
に
も
異
同
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
検
討
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
や
る
べ
き
課
題
は
多
い
が
、
す
べ
て
今
後
に
期
し
た
い
。

〔
付 

記
〕
本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
基
幹
研
究
「
日
本
古
典
文
学
に
お
け

る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
平
成
二
十

五
年
十
二
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
研
究
会
に
お
い
て
、「
仙
台

伊
達
藩
に
お
け
る
王
朝
文
学
享
受
―
猪
苗
代
正
益
著
『
源
氏
栄
鑑
抄
』
を
中

心
に
―
」
の
題
で
発
表
し
た
内
容
の
一
部
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
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十
三

Isemonogatari-sho (Johasho) with an afterword by 
Inawashiro Shoeki

Yoshinobu SENO

This paper introduces an annotated book called Isemonogatari-sho (Johasho) with an afterword 

written  by Inawashiro Shoeki.   The  focus  in this study  is on bibliographical  items  and  the 

differences between this work and similar manuscripts that have been previously examined.


